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最近，図書舘で Johns Hopkins Medical J ournalが 
94年の皇室史を関じ，昨年末に廃刊されたことを知った。
最終千日と立った151巻 6号の冒頭には，“ Thisis the 
final issue of The J ohns Hopkins Medical J ournal "と
題して，編集委員長の SamuelBoyerと学長の Richard 
Rossとが廃刊への決断とその経過について述べている。 
1889年12月iこTheJohns Hop云insBulletinとして創
刊された罰誌辻，臨床記事だけの医学雑誌の中で本格的
な scienti五cjournalとして学内外かち強い支持を得た。 
1889-1900年の 2年間に学内から発表された総数 159の
論文の2/5余りがこの雑誌に掲載されたという。各地の医
学研究機関，特?こヨーロヅノξカミら高い評錨を得た。同誌
の成功iこ倣って，次々と本格的な医学雑誌が創刊される
ことになった。 J.Exp. Med. (1896)，Am. J. Anat. 
(1901)，J. Exp. 2001 (1904)，J. PharmacoI.Exp. 
Ther. (1909)。
同誌iことって，打撃となったのは， これらの新しい 
journalの編集に Johns Hopkinsの涯学部の有力スタッ
フが次々と参加したことであった。そのため， 1914年に
は700篇の学内発表論文のうち， 同誌に掲載されたのは
その 8%~こ過ぎなくなってしまった。 
1917年， Medical Boardは次の勧告を行った。 Johns 
Hopkinsで行われた研究はすべて，告学会に発表するに
際しては，必ず抄鼓又は全文を再誌に載せること。@他
の雑諺に論文を公表する場合には，必ず関誌に工頁程度
の報告を出すこと。③各教室の主廷は，教室員にこの雑
誌の重要性と発展に協力するよう撤患させること。
この方針の効果は，学内からの論文設講の増加に関し
てはほとんど何の役にも立たなかったという。 
1930年には論文の約半数が内科と病理によって占めら
れ，植の分野から辻撞めて少くなった。この傾向はその
後40年間続くことになる。
このように悲観的な要因が重なっていたにもかかわら
ず， タト見的に註同誌は成功しているように J臣、われた。 
1954年 WelchLibrianの文献引用度の調査では，世界中
の4500の journalのうち，上位 1%以内iこランクされて
いた。 
1950年代に入って多研究に対する連邦政府予算の援助
が急増した。 1970年には学部の規模は語増し，増大した
研究者層から，同誌への投稿が期待された。しかし，実
際には， 1970年に学内から発表された 1500の論文のう
ち， 40-50篇が投稿されたに過ぎなかった。 
1975年には， journalのランクは上位1/3の下位に落ち
込んだ。 
1970年にはこのような状況を踏まえて，一度廃刊が論
ぜられた。しかし，新しい企画をできるだけ盛り込むこ
とによって，同誌を維持しようということになった。し
かし，数年にわたる努力にもかかわらず，学内の scien. 
tific activityを充分に反映させるには至らなかった。加
えて，約10年余り続いている慢性的赤字と， 1982年末で
引退を表明している現編集委員長に適当な後任が無い。
などの理由で， Ross学長は廃刊の決定を下すに至った。
以上， Johns Hopkins Medical Journalの運命誌，関
乙 universityjourna1である本誌にとっても，亀山の石
として示唆する所が多いように患われる。
学問の進歩に伴う分化と専門化は，必然的に研究者の
興味を specialityjournalの方向に向けさせることにな
る。 schooljournalがこの点で得点をあげることはまず
無理であろう。 Johns Hopkinsで、は，雑誌を原著のみの
五rst.classscientific journal ~こするか， education journal 
iこすべきかについて論争がありついに合意が得られなか
ったという。本誌では，昭和44年から当時の萩漂編集幹
事の新方針によって，総説?講座，展望，書評，話題な
どを加えた総合雑誌のスタイルをとってきた。このこと
は， speciality journalとの競合をさげ，かっ広く学内に
おける scientific activityを反映させるという意味で正し
い選択であったと思われる。
幸いにして，本誌の収支に関しては，歴代の会計幹事
の活躍によって，現在円滑に運営されている。この努力
に答えるべく，本誌の充実を計ることが編集委員の課題
であろう。再び， John Hopkinsの Ross学長の言葉を
引用すると， rよい universityjournalの editorとは，
学内における最良の学問的成果を引き出すリーダーシツ
プを備えた人であるjという。省みて世据たる患いで、あ
るが，私の編集委員長の任期も来春までとなった。次期
委員長には是非その人を得たいと切望している毎日であ
る。(編集委員長本田良行)
